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■ 令和元年度 第８回 秋葉区自治協議会 

                    日時：令和元年 11 月 29 日（金）午後１時 

                    会場：秋葉区役所６階 601・602 会議室  

１ 開会 

（金子会長） 

 皆さん、こんにちは。大変お疲れさまでございます。最初に、おわびを申し上げます。

前回の本会議、私、大学の重要行事が重なりまして、欠席させていただき、阿部副会 

長から代理で進行していただきました。本当にご迷惑をおかけして申し訳ございません

でした。 

 ただ、何をしていたかということを少しご紹介したいのですけれども、私どもの大学

は、地域実習という、学生を地域の中に一定期間住まわせて、そして地域のさまざまな

ことを体験しながら、自分の興味のあることを調査するという、少し特色のある科目を

もっておりまして、一番力を入れている科目になるのですけれども、実習地が全国各地

15 か所ありまして、６週間もの間、そこに学生が大体１チーム７人から８人くらいずつ

散らばって、合宿生活をしながら地域のことを学ぶのです。その間、随分伸び伸びと調

査活動をやったり体験したりとか、それをまとめて、最後には自分たちなりに分析結果

を発表したりとか、その地域に対する提案をしたりということをやるのですけれども、

学生ですのでかなり自由に好き勝手をやるのです。考えてみれば、地域の人たちにして

みると、好き勝手言いやがってと、そのような反発もきそうな気もしないでもないので

すけれども、そこは学生のいいところで、あまりそういう反発はないというか、私は今

まで４年間かかわってきたのですけれども、一度もないわけです。それどころか、地域

の方たちは、そういう荒唐無稽な調査結果であるとか提案、地元の人が考えつかないよ

うなことを本当に喜んで受け止めてくださるという、すごく来てくれてよかった、来年

も絶対来てくれということで、毎回終わるころになると帰りたくないという学生もいま

すし、実際、地域実習の期間外でも、その地域に愛着がわいてしまって、私の知らない

ところでどんどん自分で交通費を払ってでも行って、地域の人たちと交流するというこ

とが起きています。 

 やはり一番の成果だと思うのは、学生たちがそこで大きく成長することです。地域の

中での経験、体験、大人の人の話を聞くということは、それだけ若者にとって大きな成

果がある重要なことなのだということを確認できているのですけれども、驚くのは、地
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域の変化なのです。学生たちが提案することが、きちんと実現していくのです。これは

面白い、我々は考えつかなかった視点だということで、実現していくのです。そういう

ことを見るにつけ、本当に地域が外の発言とか意見とか文化とか、そういったものと触

れ合うことの重要性ということをひしひしと感じております。 

 昨今、やはり人口減少が進んでいますので、どこの自治体も交流人口を増やそうとか、

関係人口を増やそうとか、そういう話になりますけれども、どちらかというと、それは

本当に移住、定住を促すためみたいなところが目的としてついてくるのですが、本来は

そうではないのだろうなということを感じております。外と自然に交流ができる、普通

に人が行き来する。それを受け止められるというところが、必要な変化を起こして、そ

して選ばれるというか、楽しい地域になっていくのだろうということを強く感じました。

今年も本当にそういうことを強く感じて地域実習をやっておりましたので、ぜひともそ

の辺を皆さんと共有させていただいて、秋葉区にあるいいものをしっかりと守りながら

も、活かしながらも、外の人たちと自然に、上手に交流できる、交わっていけるような、

そういう地域にできたらいいと思っているところでございます。 

 それでは、本日、第８回目の自治協議会ということになります。かねてからご案内し

ておりますように、今日は、５時から秋葉区選出市議会議員の皆さまとの意見交換会を

予定しております。阿部市議、倉茂市議、東村市議のお三方からご出席いただくという

ことでご回答いただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

 本日の取材ですが、ＦＭにいつ、新潟日報から取材協力の依頼をいただいております。

写真撮影、録画、録音などを許可してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

 ありがとうございます。異議ないようですので、許可することにいたします。では、

次第に入ってまいります。 

２ 議事 

（１）第３回秋葉区自治協議会委員推薦会議の開催について 

 最初に、次第の１番「第３回秋葉区自治協議会委員推薦会議の開催について」、代理

ということで、湯田委員から報告をお願いしてよろしいでしょうか。 

（湯田委員） 

 職務代理者の湯田から進行させていただきました。 

 お手元にありますでしょうか。山の手コミュニティ協議会選出の駒口委員から辞任の
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申し出がありまして、10 月 31 日付で退任することになりました。そのことで、推薦会

議を開いたのですけれども、新しく保科代志夫さんが山の手コミュニティ協議会から選

考され、推薦されていらっしゃいます。それを受けて推薦会議で話をしたところ、事務

局から説明のあった諸条件に全部クリアしていらっしゃるということでありますので、

承認、議決したということでございます。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。それでは、山の手コミュニティ協議会から新たな委員をお迎

えすることになりました。 

 それでは、さっそくですが、保科さん、一言ごあいさつをお願いしてよろしいでしょ

うか。 

（保科委員） 

 こんにちは。山の手コミュニティ協議会の保科と申します。前任の駒口委員の後を引

き継ぎまして、継続させてもらうことになりました。私、花が大好き、農業が大好き、

自然大好きでございますので、ぜひよろしくお願いします。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（２）令和２年度秋葉区特色ある区づくり予算に係る事業の企画立案について（意見聴取）

続きまして、次第の２番です。「令和２年度秋葉区特色ある区づくり予算に係る事業

の企画立案について」、こちらは地域総務課の小野課長よりご説明をお願いいたします。 

（地域総務課長） 

 それでは、資料２をご覧ください。来年度の秋葉区の特色ある区づくり予算の関係と

なります。これにつきましては、今年の７月以降、自治協議会の皆さまからアイディア

のご提案をいただき、区役所の各課と各委員で意見交換を行い、アイディアの検討を行

ってきました。アイディアの検討内容を踏まえた新年度の区づくり予算の方向性につい

ては、先月、この自治協議会において説明をしたところでございます。その後、各課に

おいて細かなところを再度検討し、令和２年度の事業として新規７件、継続９件、合計

16 件を最終案として企画立案いたしました。今日は、自治協議会でご意見を頂戴したい

と思っております。 

 内容としましては、先月の説明と重複する部分もありますが、新規事業を中心に、各

課長より事業概要を説明いたします。それでは、健康福祉課からお願いします。 

（健康福祉課長） 
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 健康福祉課でございます。区づくり事業一覧表の事業ナンバー２から５番、新規１件

と継続３件の合計４件となります。資料の２ページをお開きください。 

 新規事業の「アキハで認知症サポートネット」です。認知症に対する知識の啓発・普

及を行いまして、地域住民が認知症の人を見守る、支援する体制をつくるとともに、区

内の関係機関との連携を進め、認知症高齢者が安心して暮らすことができて、認知症高

齢者やその家族にやさしい秋葉区を目指します。事業内容としては、認知症講演会や関

係者の連絡会議等を開催しまして、キャラバンメイト連絡会では認知症カフェを実施し

ていきます。事業費は 55 万円を予定しています。今までも認知症の取り組みとして行

ってまいりましたが、来年度より、区づくり事業として実施してまいります。 

 ３番目以降は、継続事業となります。３ページです。「『つながる』『つなげる』障が

い者支援」、この事業については、今年度から対象の方に「つながる支援ファイル」を

配布しておりまして、その活用を進めていきます。また、保護者支援として、療育教室

等を活用している子どもの保護者を対象に、ＮＰプログラム講座を開催してまいります。

また、障がい者施設で生産している授産品等の販売、周知に関する支援を行いまして、

事業費は 80 万円の予定です。 

 次、４ページとなります。「地域ぐるみでフレイル予防」ですが、心身の加齢変化が

大きくなる高齢期に、フレイルを予防して健康寿命の延伸を図ることを目的に、身近な

地域で体力、口腔機能等の衰えを先送りするための啓発を行います。住民が支え合いな

がらフレイル予防の活動が継続できるように支援してまいります。事業費は 97 万円の

予定です。 

 最後に５ページ、「アキハで子育てサポート事業」ですが、地域での子育てサロンを

はじめ、各種講座を実施いたします。今年度、令和２年度につきましては、二人目の子

育てをする保護者向けの講座を新たに行いまして、子育てに対する不安感や負担を軽減

していこうというものでございます。事業費は、455 万円を予定しているところです。 

 健康福祉課からは、以上でございます。 

（産業振興課長） 

 続いて産業振興課になります。産業振興課は、新規３件、継続４件、合計７件になり

ます。 

 最初に９ページをお開きください。継続事業「Akiha レール浪漫〈ren-ketsu〉」の最

終年度になります。変わった点だけ申し上げますと、概算予算額の下のほうを見ていた

だいて、２の「阿賀・会津との観光連携延伸」というものを、今もやっておりますけれ

ども、今年が新潟庄内デスティネーションキャンペーン、２年後に会津を含めた東北の
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デスティネーションキャンペーンということで、来年がプレデスティネーションキャン

ペーンの期間に当たりますので、五泉、阿賀町を含めて、磐越西線沿いの観光連携をさ

らにつなげていくということで考えております。 

 続きまして次のページの 10 番、継続の「アキハ花一番ＰＲ事業」になります。来年

が２年目になります。見直した点は、やはり概算予算額のところにありますけれども、

農業振興係の１番の丸ポチ、新潟市産鉢花の安定流通社会実験委託料という事業に取り

組むものです。内容は、その上の段の継続事業のところにありますけれども、輸送費が、

消費税が上がったために、特に遠方において高くなるということが想定されておりまし

て、その需給を確保するために、区役所で社会実験という名目で流通支援費を乗せると

いう取り組みを図ってまいります。それによって、鉢花が遠方においても秋葉区産のも

のが届けられるようにという取り組みでございます。 

 続きまして 12 ページ、継続事業になります「稲架木で地域農業活性化推進事業」、来

年が見直しをしてからの２年目になりますけれども、今年度、非常に好評であった内容

ですので、引き続きＪＡと協働する形での取り組みを行ってまいります。 

 続いて右のページ、13 番、新規になります。「あ！キハ観光案内所出発進行」です。

今年度は、先ほどのレール浪漫事業で取り組んでいたものですけれども、来年度からは、

新規事業に起こしまして、観光案内所を継続的に行う事業ということでの組み立て直し

でございます。この取り組みにつきましては、区役所と新津観光協会、新津鉄道資料館、

そして新津商店連の四つが予算を出し合う形で、また人を出し合う形で運営しているも

のです。来年度に関しましては、通年営業を目指すということで、これからＪＲですと

か、関係機関との協議をさらに詰めて、予算額をなるべく圧縮する形で、また関係団体

からも人を出していただく形で年間継続をする方向で進めているというところでござい

ます。 

 続きまして 14 ページになります。次のページ、新規で「アキハもち麦推進事業」に

なります。今年度は、政策推進経費というところで取り組んでおりますけれども、そち

らから区づくり事業に移しまして、３年度の事業立てにして、一応３年間で自立するこ

とを目指すということでございます。フードメッセに行っていただいた方もいらっしゃ

ったかと思いますけれども、引き合いですとか契約の商談がかなり進んでおりますので、

行政で取り組んで支援することを３年で終わるような形にもっていきたいということで

の取り組みでございます。 

 その右側、新規になります。「アキハ里山『音楽＋アウトドア』体験事業」です。こ

れは、秋の音という音楽イベントが民間主導で行われておりますけれども、そちらの音
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楽イベントと協働する形で、区役所が一緒になってそこにアウトドア体験、子どもを中

心とした世代が集うような機会を一緒に仕掛けたいということで、協働事業ということ

で入れております。また、その会場では、里山に訪れる家族を中心に、移住者情報、

「アキハスムブース」などを設置して、里山体験からの移住、ないしは定住への入口を

設けたいというＰＲの場も設けることにしております。 

 最後、16 ページ「社会起業家発掘・養成事業」です。これは、今年度プラットホーム

運営＆地域人材発掘養成事業ということで取り組んでおりましたが、それを金子委員の

提案にあります企業家育成事業と合わせる形で見直しをし、かつ社会起業家の発掘・養

成に特化する形での事業構成に見直したものです。事業概要にありますとおり、起業講

座と、さらに伴走支援をする形で、起業するなら秋葉でというメッセージを内外に発信

したいと思っております。また、こちらに関しては、講座開催の経験をおもちの金子委

員、あるいは渡邉彩委員にもご相談し、ご協力をお願いしたいと考えております。 

 産業振興課からは、以上です。 

（建設課長） 

 建設課です。１ページをご覧ください。建設課は、新規の１件になります。「優歩道

歩いてみ隊」という事業でございます。事業内容は、散策や健康づくりなどに利用され

ておりまして、区民に親しまれております新津川、能代川沿いの遊歩道、そして秋葉公

園をより使いやすく、魅力が向上するように、区民と協働で環境整備やＰＲなどを行っ

て、皆が歩いてみたくなるような遊歩道を目指して取り組みを行うものです。主な取り

組みは、新津川沿いの遊歩道や秋葉公園などにおきまして、区民協働での除草作業、ま

た新津駅から新津川を通って秋葉公園までの案内看板などの設置を行うものです。事業

費は、250 万円を予定しております。以上です。 

（地域総務課長） 

 最後に、地域総務課です。地域総務課は、新規２件、継続２件、計４件となります。 

 はじめに６番「文化遺産情報発信事業」です。島倉委員からの秋葉区の文化遺産をＰ

Ｒするというご提案につきまして、それをベースに秋葉区の文化財を紹介する「秋葉区

文化財マップ」の改定や増刷、昨年度国の史跡指定をうけました新津油田金津工場跡の

案内パンフレットの作成などを来年度は進めていきたいと思っております。事業費は、

52 万円を予定しております。 

 続いて７番「アキハの宝子ども体験ツアー」ですが、こちらも昨年度も実施しており

ました「アキハの宝子ども発見体感・体験サポート事業」をリニューアルいたしまして、

新規事業として実施いたします。今まで区内の学校単位で実施しておりましたが、希望
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制に切り替え、秋葉区の数ある魅力を発見・体感など、地域学習の場として活動してい

きます。また、引き続き区内の教育関係者を対象とした「秋葉教育懇談会」を実施して

いきます。事業費は、35 万円を予定しております。 

 次に８番「アキハスムプロジェクト vol.2」では、これは２年目となりますが、ブラ

ンド発信、人財育成、移住モデル地区支援を継続して実施していきます。事業費は、

270 万円を予定しております。 

 続いて 11 番になります。「花が迎えるまちづくり事業」も今年からの２年目となりま

すが、国道 403 号線新津南バイパスを区民との協働で植え付け、除草などを行い、季節

の花を植えていきたいと思っております。これは、事業費 150 万円を予定しております。 

 以上が、令和２年度秋葉区特色ある区づくり予算に係る事業の立案（案）となります。

今回は意見聴取となりますので、ご意見をよろしくお願いいたします。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。意見聴取ということで、皆さまからこれからご意見をいた

だきたいと思いますけれども、内容につきましては、前回説明していただいたとおりと

いうことで、皆さんもすでにご存知だと思います。秋葉区自治協議会として、どういう

価値観であるとか、どういう方向性が重要であるか、そういったところですね。個別の

内容についてというよりは、これを見ていただいたうえで、自治協議会としてどのよう

に進めてほしいと、そういった方向のご意見を頂戴できればと思いますが、ぜひ、積極

的に挙手いただいてご意見を述べていただければと思います。いかがでしょうか、 

（阿部委員） 

 荻川コミュニティ振興協議会の阿部です。一番最初の「優歩道歩いてみ隊」を見せて

いただいて、ふとわが身を振り返りましたら、うちの小阿賀野川のところも大変すばら

しい遊歩道がありますので、もし何か資料を作られるご予定があるなら、小阿賀野川も

十分健康のための利用ができる場所になっておりますので、加えていただけたら嬉しい

なと思ったのですが、遅いでしょうか。 

（金子会長） 

 最初から内容に関するご意見になっていますけれども、加えるというのはどうなので

しょうか。今のこのタイミングで可能なものなのでしょうか。 

（建設課長） 

 これは一番の目的というのは、区民と協働で環境整備をしていきたいというところが

一番のメインになっております。これは新規と書いておりますけれども、今までは違う

名前で、今年であれば「遊歩道きれいにしてみ隊」という名前で実はやっておりまして、
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遊歩道きれいにしてみ隊の中身につきましては、新津川のクリーン作戦、今年で 12 年

やっております。併せて、今年度初めて、秋葉公園の環境整備についても初めてやりま

した。そういった環境整備を絡める形であれば、どこの遊歩道でもかまわないと思って

おります。それはここに書いていなくても、新津川、能代川などということですから、

全部入ると思っておりますので、質問内容については可能かと思われます。 

（金子会長） 

 もともと入っているということでございます。ここには出ていないけれども、考え方

としては、その中に含まれているということでしょうか。 

 では、ほかにご意見はございますでしょうか。 

（齋藤委員） 

 金津コミュニティ協議会の齋藤です。健康福祉課にお伺いしたいのですが、「アキハ

で認知症サポートネット」と、これが新規で令和２年度からスタートするわけですが、

この中で家族にやさしい秋葉区を目指すと、非常にいいタイトルだと思うのですが、や

はり、今認知症を抱えている家族というのは、二人家族であれば１対１というものが家

族になるわけですが、１対２とか、そういう一人で複数の人を見ているということが非

常に多くなっていると思うのです。従って、その家族、介護をしている人のケアという

ものも大事ではないかと考えているのです。世間ではうちの家族に認知症がいるなどと

発言している人はほとんどいないのですね。そういった家族を探し出して、きめ細かな

対応を、家族にやさしいという言葉どおりにフォローしていくためには、人的パワーが

必要だろうと思うのですけれども、そういった面についても検討していただきたいと。

これは意見ということでけっこうですが、そういう感覚で見ていただきたいとお願いし

ます。 

（金子会長） 

 介護者のケアという視点という意味では、ないわけではないと思うのですけれども、

せっかくですのでコメントをいただければと思います。 

（健康福祉課長） 

 ご意見ありがとうございました。家族へのケアという部分では、非常に大事な部分だ

と思います。その中で、認知症サポーターの養成講座というものも実施しておりまして、

認知症軽度のうちからご近所さん、周りの方々からのサポートも非常に大事になってく

るかと思いますので、より多くの方から受けていただいて、まずは地域の中で認知症に

ついて理解をしていただく、その中で支えていただく。また、地域の地域包括ケアセン

ターなどもありますし、保健師もおりますので、専門職としても支えていくような体制
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づくり、関係機関との連携体制を深めていくというところを実施していきたいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

（島倉委員） 

 公募委員の島倉です。同じく認知症のことについて少しお伺いしたいのですが、私の

知り合いの方で、一人暮らしで、その方が認知症なのです。だから、家族はいなくて、

そういう方に対していろいろな関係機関が補助したりとか、民生委員とか、いろいろサ

ポートしてくれるシステムなどはあるのでしょうか。とても心配で、時々声掛けに行っ

たりしているのですけれども、だいぶ進んで、若いのに認知症が進んでいる方が一人暮

らしになっているという状況があるのですが、その辺はどのような援助をしていただけ

るのか、よろしくお願いします。 

（金子会長） 

 お答えいただきますが、今のように、これまでのお三方ともそうなのですけれども、

内容のすごく個別具体的なことをここでやる時間ではないと思いますので、その辺、皆

さんもご協力いただいて、なるべく方向性とか、自治協議会としてのこの施策を進める

うえでの重要な価値観であるとか、次からそういったところでご意見をいただきたいと

思うのですけれども、この内容はどうなっているのかとか、これをまた新たにやってく

れということを言い始めると、まったく際限なく、切りがなくなってしまいますので、

この時間の中では吸収できないものになってしまいますので、その辺のところをご協力

いただいて、では、ただいまの質問についてお答えをお願いいたします。 

（健康福祉課長） 

 健康福祉課です。一人暮らしで認知症でというのは、やはり問題になってくる部分だ

と思っております。その部分につきましては、地域での見守り体制があったり、包括の

方が関わっていたりという中で、必要に応じて関係者での連絡会、ケース検討会ですと

か、連絡会議をもって、離れていても家族がいらっしゃる方については家族からも入っ

ていただいて、今後どうサポートしていったらいいかという部分を検討していくという

体制はございます。ですので、本当に心配な方がいらっしゃる場合には、民生委員なり

地区の包括ケアのところに声をかけていただいて、体制を組んでいかれることが望まし

いと思っております。こちらの保健師に声を上げていただいてもけっこうですので、よ

ろしくお願いいたします。 

（齋藤委員） 

 とにかく、ここに出席の方は、全員認知症にならないという保証はないので、全員が

なるという前提で、この超高齢化社会に向かうためには、今のうちに土台をつくってお
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かなければいけないという考えを私はもっております。従って、認知症サポーター養成

講座を受けたからといって、その方々が基本的に家庭とか家族を見守っていくというの

は、人的パワーとしては少し少ないと。もちろん民生委員の方も非常に努力していると

思います。あるいは包括支援センターの皆さんも、非常に頑張っておられるのですが、

その隙間が問題だということを指摘しておきたいと思っているのです。 

 産業振興課の事業名 13 番、これも新規にアキハ観光案内所を出すということになる

わけですが、新津の、いわゆる秋葉区のキャッチフレーズが「花と緑と石油の里」、そ

して「鉄道のまち」というサブキャッチフレーズがあるわけですが、その鉄道に関して、

今、四季島という超豪華列車が新津の駅に停まります。私、停まっているところを見た

ことがないのですが、走っているところは古津の駅の辺りで見たことがあるのですが、

時間調整のために新津の駅で停車しているといったときに、秋葉区以外に発信するため、

その四季島を利用した観光ＰＲとか、あるいは農産物のＰＲとか、そういったものが必

要ではないかと今まで考えてきたのですが、その中に四季島の件について、事業の概要

の中にないのですけれども、そういったものも、走りながら、歩きながらでもけっこう

ですが、アイディアを創出して、四季島の利用という形のなかで検討していただきたい

と考えております。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。そうですね。秋葉区がもっているものを活かしてほしいとい

うことだと思いますけれども、長崎課長、いかがですか。 

（産業振興課長） 

 ご提案、ご意見ありがとうございます。四季島に関しては、３年前に走り始めてから、

初日からＰＲというか、おもてなしということで、秋葉区の花をお客様が駅のホームか

ら外に出るゲートに並べたり、あるいは鉄道のＰＲ板を並べたりということを、地元の

保育園と一緒に毎回、毎週させていただいております。今回、予算から外したのですけ

れども、秋葉花一番ＰＲ事業というところで、降りてこられるお客様にユリの花を、Ｊ

Ａに協力していただいて差し上げております。本来、お客様には物をあげないでくださ

いと、ＪＲからは四季島の開業前から言われているのですけれども、花のまちというＰ

Ｒも兼ねてやらせてくださいと、１回でいいですからということだったのですけれども、

いまだに続いて差し上げることができております。ただ、来年度は社会実験の関係でお

休みさせていただきますけれども、提案いただいたように、ＰＲがさらにできるように

取り組んでいきたいと思いますし、まだ発表になっておりませんけれども、来年度も四

季島の予定がまだ分かっておりませんので、もし来年もまた新津に来ていただけるよう
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でしたら、継続して商店街の皆さん、あるいは近くの幼稚園、保育園の皆さんと一緒に

おもてなしをして、秋葉区のＰＲを続けていきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

（伊藤委員） 

 公募の伊藤です。私の提案事項に関係しますけれども、秋葉山公園の魅力アップ事業

ということで提案させてもらって、建設課の方とはお話し合いをさせていただきました

けれども、そのときに、今年度、この秋葉公園の再整備の検討中だと、基本構想があり

ますと。コンサルの方が入って広い視野で検討を行っていますという話を、確か聞いた

と思うのですけれども、それを反映するような事業が明確には見えてこないのですけれ

ども、その辺もきちんと特色を出しながら入れていっていただければいいと思うのです

けれども、その辺を少しお聞きしたいのですけれども。 

（建設課長） 

 ありがとうございます。この令和２年度の特色ある区づくり予算の中に入っていない

ということかと思うのですけれども、再整備に向けての検討というのが、今年度、区提

案事業ということで、別の事業でやっている最中です。その中でいろいろな整備の方向

性とか、考え方とかがまとまってくるかと思いますが、それがまだまとまっておりませ

んので、その辺を全部見た中で、今後の検討になっていくのかなと考えております。よ

ろしいでしょうか。 

（伊藤委員） 

 それは、来年度、令和２年度の予算の中には入ってこないということでしょうか。 

（地域総務課長） 

 少し補足させていただきます。特色ある区づくり予算につきましては、区の特性を活

かすためのソフト事業の予算ということで組んでおります。ハード事業、建設事業につ

きましては、別途、区役所から予算要求しているということでご承知おきいただければ

と思っております。 

（小林委員） 

 中央コミュニティ協議会の小林でございます。事業ナンバー14 番「アキハもち麦推進

事業」についてなのですが、このもち麦、非常に食物繊維が多いということで、体にも

非常にいいようなので、これを推進するのはすごくいいかなと私も思っていますが、た

だ少し気になることが、農家の方々から聞いていることがありまして、自分たちが作っ

ても、あまりにも安くて収入にならないと、つながらないと。だから、なかなか作りた

いと思わないのだと言うのです。新津地域交流センターでもち麦を売っているのですが、
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何十グラムか、百グラムいかないくらいで何百円と売っているのですけれども、私、ネ

ットで調べてみると、やはり大麦の生産は熊本が抜群ですよね。全然値段が違うのです。

10 倍くらい違うものですから、あちらとこちらで大きく違うのは、麦の生産については

同じようなものなのだろうけれども、製品にするまでの精麦の施設とか、そういったも

のは米と一緒にできないそうなので、この辺は村上辺りまで持って行かないとだめだと

いうことで、非常に費用がかかると。だから、秋葉区に本当に大々的に大麦を作っても

らいたいのであれば、そういう施設を造るとか、あるいはあまり金をかけるよりも、今、

実際に大規模に作っている地域からもってきて、消費の仕方を、ソフトのほうを広げて

考えていくような方向ということも一つではないかなと。ぜひ、これは農家の方々が関

わるのであれば、やはり農家の方々が再生産しようかなというような気持になるような

仕組みをぜひ考えてやっていただければと思います。 

（産業振興課長） 

 ご意見ありがとうございます。ぜひ、その農家の方を私に紹介していただきたいと思

います。まず価格の話は、正確に伝わっていないというのが１点と、まさに消費を促進

して生産を拡大するということで、これまで健康づくりの健康福祉課のプロジェクトを

産業振興課が受け持つ形になったのは、まさにそこのところであります。そのためにフ

ードメッセに出て、高く売れる仕組みを今つくっているということでございます。アキ

ハもち麦プロジェクトという名称で今研究会を行っていますけれども、その中にはＪＡ

も入っております。農業生産法人も入っております。また、地元で精麦している、小林

委員が手に取った親和福祉会というところが精麦作業を一手に引き受けていただいてお

りまして、そこだとかなりお安く勉強させていただいているところです。 

 ご指摘のとおり、特にホームページに出ているものは、恐らくキロ 1,500 円から

2,000 円の麦だと思うのですけれども、私どもも一応その価格帯を狙って商品化して、

かつ地元の小売店、飲食店で取り扱っていただけるように、なるべく安く出せるように

差額支援ということをして消費拡大しているのですけれども、まだ認知も確かに足りな

いとは思っておりますけれども、やはり食習慣のところに至るアプローチがまだ足りな

いと考えております。ですので、今後、ＪＡも力を入れようという段階にやってきまし

たので、ぜひご興味のある農家がいらっしゃいましたら、私にご紹介いただければ、儲

かるやり方をご紹介させていただきたいと思います。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。市が行う施策、区が行う施策と、区民、人とをつなげるとい

うのも、この自治協議会の大切な役割の一つかと思いますので、ぜひ、この人はという
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方がいたら、各課にご紹介いただければと思います。 

 それから、小林委員のただいまの指摘は、施策というのは戦略をきちんともってやら

ないとだめだという、そういうご指摘かと受け取りました。そのようなことも、意見と

して付したいと思います。 

（川名委員） 

 新津青年会議所の川名です。全体的に関わりをもっていただきたいというところで、

せっかく新津に薬科大学があるので、そして生命産業創造学科といってまちの勉強をす

ごくされている学生が大勢いらっしゃいますので、どの項目でも魅力的なところがたく

さんあるので、キャリア形成プログラムというプログラムが確かあって、学生が選んで

何かに携わるということができるかと思いますので、ぜひ、その中で絡んでいただける

ような内容を検討していただければと思います。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。そうですね。その辺も、せっかく秋葉区がもっているものと

いうことで、ぜひコラボで進められるものは進めていただきたいということですね。 

（小林委員） 

 中央コミュニティ協議会の小林です。16 番の起業家育成事業のことなのですが、直接

これに関係しているのではないのですけれども、先日、中央コミュニティ協議会に入っ

ている地域交流センター、あそこの２階にシェアオフィスみたいなものがありますよね。

あそこをお借りする人がいらっしゃいまして、引っ越しを少し手伝ってくれということ

で引っ越しを手伝ったのですけれども、あれをシェアオフィスというのかどうか分から

ないのですけれども、電話を引こうと思ったら電話は引けませんということで、ファッ

クスも置けないと言って、ここは何なのだろうと。では、電話は携帯電話だけなのかと

いう話をしていたものですから、もしこういった起業家の、最初の段階はシェアオフィ

スみたいなものをつくると思うのですけれども、そのときは、やはり今のＩＴが十分に

使えるようなことも考えてやっていただければいいかなと。私どもが入っている交流セ

ンターも、なにしろ Wi-Fi が全然飛ばないと。常に不調でどうなっているのだと。業者

に新しくしたらどうかと提案したら、二、三百万円かかるということを言っていました

ので、その辺、少し考えていただきたいと。自分がやってもあれほど高くならない、簡

単にできそうな気がするのですけれども、業者が入ると超高くなって 10 倍くらいにな

るものですから、これから仕事をするには、今は絶対 Wi-Fi の環境というのは必要です

ので、ぜひその辺、頭に入れておいていただければと思います。 

（金子会長） 
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 ありがとうございます。シェアオフィスというキーワードも出てきましたけれども、

その辺の見込みも含めてコメントをお願いしてもよろしいでしょうか。 

（産業振興課長） 

 産業振興課です。今年度、そのページの一番下に書きましたプラットホームの運営と

いうところで、正にシェアオフィス、コワーキングスペースの確保に動いていたのです

けれども、それは難しいということを実は考えております。もともと想定していたのが、

今、八帖二間というお店になったということもありますし、まちの知恵袋だったでしょ

うか、居酒屋わいわいボックスの隣のビルも２階、３階が使われてしまって、想定して

いたスペース運営に見直しをかけて、それよりもまず人を育てようということで動いて

きた経緯があります。 

 ただ、まちの方々、実際に不動産をされている方とか、あるいは工務店の方々、商店

街の方々からは、スペースの提供ですとか、情報がきておりますので、民間主導で動き

そうな感触を得ているところです。これから使っていただける方をこの講座を通じて育

てられればいいかなと思っています。 

 また、ＩＴを含めたオフィス環境については、おっしゃるとおりかと思います。ただ、

私が去年 Wi-Fi を調べたときには、月数万円のレンタルで十分できると算段しておりま

したので、その価格帯はかなり疑問を感じるところがあります。蛇足でした。よろしく

お願いいたします。 

（羽生委員） 

 社会福祉協議会の羽生です。３ページの健康福祉課の障がい者支援について、要は、

この事業は、「つながる支援ファイル」というものを媒体にして、この事業概要のとこ

ろに書いてある医療・保健・福祉・教育・労働などのさまざまな機関がつながって、連

携をして障がいのある方を支援していこうということだと思うのです。今、ここではつ

ながる支援ファイルを作成・配布しになっているけれども、逆に各機関の連携体制をど

うやっていっているのか、あるいはいろいろやっているということなのでしょうけれど

も、そうすることによってはじめて連携のとれた障がい者支援ができるということにな

るかと思いますので、その辺に少し力を入れていただければということが１点。 

 ２点目は、お恥ずかしい話、ここに出ている療養教室「なのはな」とか経過観察事業

「ポッポあそびのへや」というものがどういう活動をされているところなのか、承知し

ておりません。その説明を求めるということではなくて、障がいのある方の日常の生活

だとか、あるいはどういうところでどういう支援が行われているというのは、なかなか

私どもつかみにくい部分があって、ただ、そういう障がいのある方も地域の一員として



 - 15 -

一緒に生きていくわけなので、特別視をするということではなくて、自分たちの仲間な

のだよということを知らせるうえで、地域の皆さんにいろいろ情報提供をしていかなけ

ればならない部分があるのかなと思っています。具体的に何をどうすればいいかという

のはなかなか面倒なところではあるのですが、それは私ども社会福祉協議会もそうした

情報提供を地域の皆さんにしていかなければならないと思っておりますので、その辺、

区役所と連携をとりながら、どういう形で情報提供すればいいのかということも含めて、

その辺から一緒に、これから考えていきましょうねということでお願いします。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。コメントをお願いしてもよろしいですか。 

（健康福祉課長） 

 ご意見ありがとうございました。ここの書き方が、今、対象者からということでつな

がる支援ファイルという形で出させていただいたのですけれども、関係機関、関係者の

連絡協議会ですとか、連絡会議というものも行っておりまして、日頃の活動をとおして

も連携を深めていく体制をとっているところです。 

 それから、説明になりますけれども、療育教育「なのはな」とか「ポッポあそびのへ

や」というのは、こちらで行っております乳幼児健診で発達の確認が必要だというお子

さん方に親子で通っていただいて、発達支援を進めていくという、週１回ずつ実施をす

るような形での教室として行っているものでございます。 

 こちらとしても、ご本人、対象の方はじめご家族もそうですし、地域の方についても、

情報発信をしていく必要があるかと思いますので、支援の体制等についてお知らせでき

る場面ではどんどん外に出していかなければいけないと思っておりますので、社会福祉

協議会にもよろしくお願いいたします。一緒にやっていきたいと思います。お願いしま

す。 

（小林委員） 

 今の３番のことなのですが、この対象は、ある程度小さなお子さんのような感じがす

るのですけれども、私どもの地域もそうですが、最近は大人の障がい者の皆さんもけっ

こういらっしゃるようなので、そういった人に対する支援というのは、これは特に問題

なく行っておられるのでしょうか。それだけお聞きしておきたいと思って。 

（健康福祉課長） 

 健康福祉課です。子どもさんだけではなくて、このつながる支援ファイルにつきまし

ても、成長していくと、保育園は保育園、学校は学校、それからその後卒業して作業所

に行かれたとき作業所は作業所ということで、いろいろな情報がそれぞれのところで切
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れてしまう。そうすると、いい支援につながらないのではないかということで、それで

ファイルを作って、いろいろな情報を積み重ねていって、その方が生涯適切な支援が受

けられるようにしていこうということで作ったファイルでございます。 

 作業所に通われたり支援学校に行ったりということで成長していくわけなのですけれ

ども、子どもさんだけに限らず、そこそこのところで一緒に関係機関が集まって、より

よい支援につながるような体制づくりをしていきたいと思っているところです。 

 この一番最後にあります授産品の販売というあたりでは、本当に大人になって作業所

に通われて、その作業所で生産したものについて、皆さんに障がいについての理解を深

めていただいた中で購入していただいてというところにまでつながっているという「つ

なげる障がい者支援」の区づくり事業となっております。よろしくお願いします。 

（金子会長） 

 成人の障がいをもたれた方も視野に入った施策であるということでしょうか。そうい

うことです。 

（保科委員） 

 山の手コミュニティ協議会の保科でございます。11 番の地域総務課の中で「花が迎え

るまちづくり事業」とあるのですけれども、先日、駅でボランティア活動をやっており

ましたら、タクシーの運転手が、ここに来ると小須戸町と矢代田、新津に行くと、あち

らこちらに花が見受けられますねと。田上に行くと何もないですよという話なのです。

そういうことから見れば、ここにいると気づかないのですけれども、やはり他所の人か

ら見るとそういうところに気づく。これは、非常にいいことだと思うので、ぜひ今後と

も予算を削らないようにして継続していただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。花ですね。意外と住んでいる我々は、当たり前のように思っ

ているけれども、この辺が長年の蓄積で出てきているということでしょうか。ありがと

うございます。 

（羽生委員） 

 羽生です。７ページの「アキハの宝こども探検ツアー」、非常に必要な事業だと思っ

ています。これまで３年間、同様の趣旨のものがありましたけれども、あれはどちらか

と言うと、学校が各地域のコミュニティ協議会のご協力もいただきながら地域へ出てい

って、そのためのバスの経費補助というような形で、今回、これを見ると、公民館で独

自の事業を計画して、そこに参加してもらうというような形なのかなという気がします。 
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 そうすると、実際に子どもたちがこういう宝を探検するということが、今までよりも

かなり人数的には絞られてくるのかなという感じがするのですけれども、その辺、学校

側の、学校がなかなかやるのは大変だということもあるのかもしれないし、あるいはそ

ういう経費は教育委員会でしっかり見るから、その辺の経費はみなくていいよというこ

とになっているのか、秋葉区として、子どもたちに地域の宝を知ってもらおうという活

動は非常に大事だと思うので、それが縮小されるような感じだと困るかなという感じが

したのですが、いかがなものでしょうか。 

（地域総務課長） 

 今までのツアーについて、３年が経過、区づくり事業は３年ということで、見直しを

かけながら新しくという中での今回の提案でございますが、区外からも参加したいとい

う声もあったりしますし、また、常に学校単位でということではなくて、いろいろな学

校の生徒との交流、一緒に学ぶということも狙ったうえでの今回の提案ということで、

今までは学校単位だったのですけれども、今度は広く募集していこうと思っての今回の

リニューアルでございます。縮小にならないように努めていきたいと思います。 

（伊藤(治)委員） 

 伊藤です。健康福祉課の２番「認知症サポートネット」と４番の「地域ぐるみでフレ

イル予防」とあるのですけれども、確かに高齢になってくると、認知症になる方とかそ

うでない方で差が出てくると思うのですけれども、この個人個人によって差が出てくる

理由はどういうことが理由なのか、分析などはしているのでしょうか。ある程度高齢に

なっても元気で活動して、頭はしっかりしている人もいるし、若いけれども認知症にな

っている人もいるのですけれども、この差というのはどこから出ているのかという分析

をしているのでしょうか。それが分かれば、ある程度どういうところに気をつけていけ

ばいいのかということは啓発できると思うのですけれども。 

 というのは、私、現在 67 歳です。67 歳ですけれども、個人の話になってしまうので

すけれども、60 歳の還暦を迎えたときに、お父さん、旅行に行こうということで九州へ

行ったのです、家族で。そのときに、お父さん、もう還暦だから運転しなくていいよと

いうので、車の後ろに乗せられたのです。それまでは自分で運転していたのですけれど

も、車の後ろに乗せられたら、現在どこを走っているのか、どちらに向かっているのか、

全然分からなくなって、はっきり言ってボケました。自分自身で分かりました。やはり

家族も少しおかしいねと言われたのですけれども、自分でボケたと分かりました。要す

るに何かと言うと、自分の経験から言うと、自分で今何をするというか、今までやって

いたのにしなくていい言われて何もしなくなってしまったらボケてしまったという、そ
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ういう経験がありますので、それからボケも治りましたけれども、結局、先ほど言って

いたのは、認知症とかそういうのがありますけれども、その原因、どういう人がなりや

すいかということが分かれば、そういうことを取り除いていくこともできると思うし、

自分でやるというか、自己、それから公的なもの、共助、自助、共助とありますけれど

も、その辺の分析が分かれば、ただ認知症になった人に対してどうしようこうしようで

はなくて、なる前の話ができるのではないかと思いまして、少し声を上げてみました。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。大変重要なご指摘だと思いますが、若干議題からそれ始め

ているかなという気がしないでもないので、もし何か参考情報としてありましたら。さ

まざまな研究者がさまざまな論文を出したりとか、書籍を出したりという現状はあるか

と思います。そういったところを十分留意してというご意見と受け取ると、いかがでし

ょうか。コメントをお願いします。 

（健康福祉課長） 

 健康福祉課でございます。ご意見ありがとうございます。本当に、原因については、

１対１で結び付くものではないという、いろいろな研究結果からもそうなのですけれど

も、伊藤委員がおっしゃるように、役割をもつということは非常に大事なことだと思っ

ております。認知症予防のためには、家庭の中でも地域の中でも役割をもって動くとい

うことが非常に重要だとも言われておりますので、認知症になってからではなくて、そ

の前の予防について保健師も地区に出向いて、地域の講座ですとか、そういうところで

の認知症予防という啓発という部分も担っています。 

 それから、フレイルについても、ここで目的としている運動ですとか口腔ケア、また

栄養も大事と言われている部分について、広く周知を図っていきたいと思いますし、そ

の部分を重点に、講座と教室関係を進めていきたいと考えているところです。ご意見あ

りがとうございました。 

（本田委員） 

 公募委員の本田です。つい２週間ほど前でしょうか、講座で話をしてくれと言われて、

新津女学校という話で講座を２時間つくったのです。いらっしゃった方は、昭和一桁生

まれ、あるいは 10 年代、ですから 80 とかという方たちがいらっしゃって、女学校時代、

自分たちが育った時代と今の時代とクロスオーバーしながら、写真を見ながら説明をし

たのです。そうしたら、その人たちは、講座が終わったとたんに新津女学校の歌を歌っ

たのです。あれは、私自身も非常に感動しましたけれども。そういうことがあって、一

つの認知症予防になる。それからもう一つは、特色あるまちづくりですから、いろいろ
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なものを見ながら、その文化、自分たちがつくってきたこの新津の文化というものを皆

が共有していくことによって、いろいろな効果が生まれるのだろうなということをその

ときに感じたのです。 

 この中にいくつかそれに関係するものが出てくるので、どれがそれに当たるかという

ことは言えませんけれども、何かクロスオーバーして大きなもので一つ考えていったら、

面白いものができる、役に立つのかなと感じました。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。今のご意見も、これまでの議論をつなぐようなご意見だった

と思うのですけれども、地域の宝をしっかり活かすことは認知症予防にもつながるとい

うことでしょうか。まさしくそういった効果を期待したいところではございます。 

（齋藤委員） 

 今までの質疑を聞いていますと、単独でのいろいろなアイテムが出ておりますが、私

が先ほど産業振興課の９番「Akiha レール浪漫＜ren-tetsu＞」で四季島のお話をして、

回答が花を贈っているというようなイベントをやっているということなのですけれども、

それ以来、議論を聞いていますと、その後ろにもち麦の栽培面積が今年度 9.5 ヘクター

ルで、取扱店舗が 18と。目標は10ヘクタールの20店舗が目標だということですよね。

このもち麦を栽培する農家が非常に少ないということで、苦労しているということであ

れば、やはり販路を確保するためには、四季島の列車の乗客を利用して、新津のもち麦

というブランド化をするために、２キロでも３キロでもプレゼントしたらどうなのです

か。花などよりよほど良くなるのではないでしょうか。そういうことを考えたので、発

言させていただきました。 

（産業振興課長） 

 ご提案ありがとうございます。目標が 10 ヘクタールで 20 店舗ということで、今、栽

培農家が基本的には１法人でその 9.5 ヘクタールをやっておりまして、おっしゃるとお

りで、今、出口戦略で取り組んでいるわけなのですけれども、多分、この冬の間に決ま

ると思うのですけれども、大口で４軒ほど、かなりの数量が契約できそうな状況が見え

てきていますから、基本的に秋植え、春収穫なものですから、目標としては少し小さい

ように見えますけれども、来年の 10 月ころ、植えるころにはもっと大きく、あるいは

生産者も増える形で取り組めるのかなと思っております。 

 また、取扱店舗数も、今、区内で 18 店舗とは書いておりますけれども、区外でも取

り扱っているところ、例えば東京表参道のネスパスですとか、あるいは新潟駅のぽんし

ゅ館ですとか、伊勢丹も地下で売っておりますけれども、区外も入れるとかなりの数に
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なります。ですので、出口、そして金額もある程度提示できるようになっているのです

が、やはり生産者としては、機械が米と違う、栽培・収穫時期も違う、手間も違うとい

うことで、まだ重い腰が浮かない状況ですので、もう少しかなと思っております。 

 それから、四季島の件につきまして言うと、基本的に物を売ったり渡したりというこ

とはＮＧなのを、花だけ、それも１回目に渡したのが続いているということですので、

新たにというのは、実はどこの駅もアプローチしているのですけれども、やらないでく

れと言われておりますので、それだけはご勘弁いただければと思います。 

（齋藤委員） 

 最初からだめだと諦めないでやってください。諦めたら何もできない。 

（金子会長） 

 常にチャレンジの姿勢でということで、ご発言だったかと受け止めます。 

 だいぶ時間が経過してまいりましたが、そろそろ取りまとめに入っていきたいと思い

ます。でも、最後にこれだけは言い残しているという方がいらっしゃいましたらどうぞ。

これだけはどうしても言っておきたいということ、ございませんか。 

（小林委員） 

 13 番の「あ！キハ観光案内所出発進行」と、大変待ちに待ったものができそうであり

がたいのですが、少しだけ気になることが一つありまして、鉄道の、皆さん、本当に土

日以外にも、普通の日にも本当にたくさん訪れているのは分かるのですが、ここに新津

の屋台まつりと松阪のＰＲをやれるようなところを何とか考えていただけるとありがた

いと。あのようなものは、他所では作れないものですし、どんどん祭りの参加者、見学

者が減っているのです。踊りも段々見る人も踊る人も少なくなっているし、きちんとし

た踊りを踊っている人が少なくなってということで、その辺、非常に歴史の絡むものと

いうのは、一旦なくなるとなかなか復活するのは大変ですし、またそういう昔からある

ものが他所から来た人にとっては新しいというか、感激するものでもあると思うので、

ぜひその観点を忘れないで考えていただければと思います。 

（産業振興課長） 

 会長がおっしゃるように、時期になりますとポスターを貼って、かつチラシも配布さ

せていただいております。また、案内所をやった効果として、祭りの情報を取りに来る

大人の方、あるいは子どもさんもいつやるのですかということで来られていますので、

それに関しては、さらにＰＲを我々もしていかなければいけませんし、なによりも構成

員で観光協会が入っておりますので、観光協会からもどんどんＰＲをして、参加者、あ

るいは民謡流しに参加する人の増加につながるよう、後押しをさせていただきたいと思
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っております。ご意見ありがとうございました。 

（佐藤委員） 

 今回の事業、すべて大事です。そこで、予算面を見ますと、いわゆる賃借料とか、そ

れから委託料とか、そういうものを引いて大まかに計算してみると、ほぼ横並びなので

すね。しかも区というか、市全体の予算もこれから随分減額が予想されます。となると、

このように網羅的なものもいいのだけれども、先ほど宝物は残さなければいけない、い

わゆる保存しなければいけないという観点が一つあって、もう一つは、将来を見据えた

発展、そういうものを見据えた二つの観点でやはり精査していくべきではないのかなと、

ずっと考えながら見させていただきました。 

 だから、そういう点で、秋葉区として一体どれをメインにもっていくのか。秋葉区と

いっても広いですので、宝物はたくさんあります。いわゆるキープしなければいけない

もの、これはこれだけにしよう、それから将来に向かって発展させるものについては、

こういう投資をしようというような観点で厳選していくのも一つの方向ではないかと思

いましたので、意見です。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。非常に重要な視点をご提議いただいたと思います。その辺は、

今後の検討課題ということで、区役所と共有させていただくということでよろしいでし

ょうか。ありがとうございます。 

 さて、そろそろいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、今、本当にさまざまなご意見をちょうだいしました。これをまとめるのはなか

なか難しいのですけれども、大きくは二つにまとめることができるのかなと感じており

ます。一つは、福祉分野のお話、ご発言、ご提案がたくさんございました。もう一つは、

秋葉区にある秋葉らしい地域の資源をいかに生かすかといった視点でのご発言、ご意見

が多かったかと思います。 

 前者に関して言いますと、まず介護に関するご関心が非常に高いということなのです

けれども、全員が認知症になる可能性があるのだというところの意識から、隙間のない

施策、人にやさしい、いろいろな方々が困っているということを前提にした施策の実行

をお願いしたということではなかったかと思います。その中には、介護もそうですけれ

ども、福祉分野で言うと障がい者ということもご提議いただいております。そういうも

のをまとめて、ともに地域で暮らす仲間であるということをきちんと実感できるような、

そういった情報発信も同時に行いながらの施策展開ということをということが、皆様の

共通したご意見ではなかったかなと思っております。 
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 一方で、地域資源を活かすという点では、本当に資源豊富な秋葉区なのですけれども、

四季島というものが出てきましたが、もちろんそういった鉄道に関すること、里山に関

するご発言もありました。花、祭り、そういったもの、地域にある資源をしっかり活か

すということはもちろんなのですけれども、その資源同士を横断的につなぎ合わせて、

そして効果的な個々の施策展開に活かしてほしいというようなご意見でまとまったので

はないかと思います。 

 その活かすということの中で、やはり未来志向ですね。戦略が大事というご発言もあ

りました。その辺も入れさせいただきたいと思いますし、未来志向で人を育てる。ご提

案にありますこの事業、いずれも人を育てるとか場をつくるとか、そういうソフト事業

の未来志向のものがほとんどだと思うのですけれども、そういった路線をしっかりと堅

持しつつ、その中でも来年度に向けた検討事項として、強弱といいますか、何が大事な

のか、秋葉区らしいものは何か、どれをメインで進めるのかといったところを議論させ

ていただければありがたいといった内容ではなかったかと思います。 

 そのような形で、今、私が話し言葉でまとめさせていただきましたけれども、文章を

整えて今のような内容を付したうえで、この特色ある区づくり予算への意見ということ

で区に渡したいと思いますけれども、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、そのように後ほど取りまとめて、皆さんにご報告したいと思います。あり

がとうございました。 

 では、以上で次第の２番「令和２年度秋葉区特色ある区づくり予算に係る事業の企画

立案について（意見聴取）」を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

（３）指定管理者候補者の選定結果について 

 では、次第の３番「指定管理者候補者の選定結果について」です。今回は、三つの施

設の選定結果についてご報告いただきます。時間の都合により、全てのご説明が終わっ

た後に、まとめてご意見、ご質問をお願いしたいと思います。では、こちらは、区民生

活課の石井補佐からご報告をお願いいたします。 

（区民生活課） 

 では、お手元の資料３をご覧ください。最初に、区民生活課で所管しております「新

津斎場」の次期指定管理者候補者の選定結果についての報告です。 

 新津斎場は、今年度末で最初の５年間の指定管理期間が終了することから、この度、

令和２年４月からの５年間の次期指定管理者候補者を選定したものです。指定管理者を

公募したところ、現在の指定管理者と、もう１社の計２団体から応募がありました。指
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定管理者候補者を選定するにあたっては、記載のとおり、秋葉区自治協議会の阿部副会

長をはじめとする３名の方から評価委員になっていただきました。10 月 17 日に開催し

た第２回の指定管理者申請者評価会議の結果、火葬炉メーカーがグループの構成団体に

なっており、安定的なメンテナンスや設備管理が見込まれること、職員全員を正職員で

対応すること、そしてこれまでの５年間の斎場の管理運営やサービスが十分であること

などが評価され、現在の指定管理者である宮本工業所・北日本ビルサービスグループが

候補者として選定されました。今後、12 月議会に諮り、議決を経て指定管理者に指定さ

れることになります。 

以上が、新津斎場の次期指定管理者候補者の選定結果です。よろしくお願いします。 

（金子会長） 

ありがとうございます。では、続きまして、産業振興課の長崎課長から、１件ご報告

をお願いします。 

（産業振興課長） 

 産業振興課で所管しております「新潟市新津地区グリーンセンター」の指定管理者候

補者の選定結果につきましてご報告いたします。資料３の２枚目をご覧ください。 

 今年度末で指定管理期間が終了することに伴いまして、次期指定管理者候補者を選定

するものですが、地元住民団体が管理運営することが効果的な施設ということで、これ

まで当地域で活動する団体で組織する管理委員会に管理運営をお願いしております。こ

の度も非公募で選定いたしました。選定に当たりましては、10 月２日に開催しました指

定管理者申請者評価会議で、現在の指定管理者であるグリーンセンター管理委員会を選

定したところです。選定理由当につきましては、下の段に記載のとおりでございます。

指定期間は、令和２年４月１日から令和７年３月31日までの５年間となっております。

今後、12 月の市議会定例会に議案として提出いたしまして、ご審議をいただく予定とな

っております。以上、ご報告いたします。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。では、最後にもう１件、建設課の落合課長からお願いいた

します。 

（建設課長） 

 建設課で所管しております信濃川右岸の河川敷あります「信濃バレー親水レクリエー

ション広場」の指定管理者候補者の選定についてご報告させていただきます。 

 今年度末で指定期間が終了することに伴いまして公募したところ、現在指定管理者で

ありますグリーン＆フィールドの１団体の応募がありました。10 月 11 日に４名の外部
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委員で構成する評価会議を開催しまして、プレゼンテーションやヒアリングを行い、評

価をしていただきました。指定管理者としてこれまでの実績がありますし、特に芝生の

手入れなどが行き届いておりまして、良好な施設管理と安定した運営などが評価できる

ことから、指定管理者候補者として選定いたしました。指定期間は、令和２年４月１日

から５年間となっております。今後、12 月の市議会に議案を提出して審議することとな

っております。以上です。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。では、以上３件の指定管理者候補者の選定結果ということ

でご報告をいただきましたが、これらにつきまして、ご意見、ご質問等がございました

らお願いいたします。 

（齋藤委員） 

 一番最後の親水レクリエーション広場の件についてお聞きしたいと思うのですが、こ

れは、指定管理者の応募が１件しかないというような状況の中で、100 点満点中 86.25

という評価なのですが、この中で、昨年でしたか、このゴルフ場の関係についてはいい

のですが、広場でバーベキューを小学生とか親御さんとかが一緒になった形でやってい

て、特に女性の方のトイレがほしいというような指摘や要望があったかと私は記憶して

いるのですが、その辺の見方というのは、この指定管理者の事業計画の中にはどう反映

されているのかお聞きしたいのですが。 

（建設課長） 

 信濃バレーの親水レクリエーション広場にあるバーベキュー広場近くのトイレにつき

ましては、先日、自治協議会委員の提案で伊藤委員からも同じような要望をいただき、

伊藤委員には、この指定管理者を決めるところの委員にもなっていただいて、現地でも

ご指摘いただきましたが、提案の中で、ゴルフ場の近くにはあるのですけれども、バー

ベキュー広場の方にはないものですから、だいぶ事務所まで遠いこと、そこにトイレが

あったらいいというお声はいただきました。 

 ただ、河川敷でもありますし、確かにトイレがあると非常にいいとは思うのですけれ

ども、増水したときに撤去しなければいけないといった状況もありますし、そういった

声もいろいろ伺っておりますので、今後検討するような形で、今も指定管理者やってい

ただいておりますので、そういった声があるということはそちらにも届いておりますし、

私どもにも届いておりますので、今後一緒になって、指定管理者と考えていきたいと思

っております。 

（齋藤委員） 
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 今後の検討ということで、検討していただけると理解してよろしいですね。 

（建設課長） 

 そうですね。実際に設置するのは、指定管理者というところになるかと思うのですけ

れども、設置するにしても、やはりすぐ撤去できるようなトイレになるのかなとは思い

ます。 

（齋藤委員） 

 河川敷ですから、当然、そういう問題も出てくるだろうというのは予測できるわけで

す。従って、予測できるものに対して、この親水レクリエーション広場みたいな、あお

のような屋外で子どもたちと父兄が一緒になってサッカーをしたりバーベキューをした

りしたら、そういったところに、浸水しても、あるいは衛生上の管理の状態も含めた形

でやっていくのが進歩ではないのですか。現状だったら進歩ではないですよね。現状だ

けでいいというわけではないわけです。指定管理者が決まったら、その前の段階で、そ

ういう視点で管理の視点を変えてもらわないと、なかなかよくならない。従って利用率

も上がらない。やはり、そういった形の中で、大勢子どもたちが親と一緒になって遊べ

る場所、時間、そういったものは必要になってくるとしたら、当然、トイレの建設につ

いてはもう少し真剣になって考えていただきたいというのが私の意見ですが、一つ、よ

ろしくお願いいたします。 

（金子会長） 

 というご意見をいただきました。引き続き検討ということでお願いしたいと思います。 

 では、ほかにご意見はございますでしょうか。ほかにないようでしたら、次第の３番

「指定管理者候補者選定の結果について」を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

（４）第２回秋葉区教育ミーティングの開催について 

では、次の次第４番「第２回秋葉区教育ミーティングの開催について」、こちらは、

教育支援センターの栗田所長からご説明をお願いします。 

（教育支援センター長） 

 秋葉区教育支援センターから、第２回秋葉区教育ミーティングの開催についてご案内

させていただきます。お手元の資料４をご覧ください。 

 本市では、平成 26 年度から、教育委員の担当区政を導入し、自治協議会の皆様と意

見交換を行い、地域における教育の実情や区の特性などを把握し、市全体の教育行政に

反映させるために、区ごとに教育ミーティングを開催しています。今年度第１回目の教
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育ミーティングは、６月 28 日に開催させていただきました。ご参加いただきました皆

様方、大変ありがとうございました。 

 第２回目の区教育ミーティングにつきましては、自治協議会の教育を担当する第３部

会の委員の皆様と区教育委員とのディスカッションが中心となります。日時は、令和２

年１月 31 日金曜日、１月の自治協議会開催前の午後１時から、概ね１時間半の予定で

す。会場は、この会場になります。 

 懇談テーマにつきましては、昨年度のアンケートの結果と第１回目の教育ミーティン

グで出された意見を第３部会で前回協議した結果、お手元のご案内にも書かれておりま

すように、「地域の力で子どもたちの安全を守るために」とさせていただきました。昨

今、子どもが被害に遭う事件、事故が頻繁に発生しておりますが、学校と地域の連携の

中で、特に地域がその役を果たせることはできないかについて考えていきます。先日開

催された犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会で特別功労賞を受賞した、地域で

見守りプロジェクトピース金津代表の中野妙様から実践発表をしていただく予定です。

また、今年度の全国学力・学習状況調査の結果がまとまりましたので、当日は教育委員

会担当課から秋葉区の児童・生徒の状況について説明させていただく予定です。 

 今回の教育ミーティングの出席につきましては、第３部会の委員の皆様と参加可能な

委員の皆様ということになりますので、ぜひ、第１部会、第２部会の皆様からもご参加

いただければと思っております。次回、12 月の自治協議会で参加の有無について確認さ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。ただいまの件につきまして、ご意見、ご質問等がございま

したらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 それでは、第３部会の皆さま、大変ご苦労様ですが、ご参加いただき、ほかの部会の

皆様も、ぜひ積極的にご参加いただければというところでございます。 

 では、ただいまの区教育ミーティングの開催については、これで終了いたします。 

（５）その他 

 ア 部会活動報告 

 続きまして、次第の５番「その他」ということで、まず最初に各部会からの活動報告

をいただきたいと思います。第１部会から順番に広報部会まで、それぞれお願いいたし

ます。まず、第１部会の小林部会長から、よろしいでしょうか。 

（小林委員） 



 - 27 -

 第１部会の小林でございます。今、一番動いているのが、小須戸との「ひな・町家め

ぐり」の関係でございますが、現在、新津商店街は 25 店舗くらいがぜひ参加したいと

いうことで、非常に盛り上がっております。そして、さらに、私どもの中央コミュニテ

ィ協議会でも交流センターでつるし雛を飾ろうということで、今、市内の保育所、幼稚

園、それから高齢者施設などを対象に参加を呼び掛けていますが、皆さん、積極的に参

加表明していただいています。 

 具体的には、２月１日から展示をして、３月８日までということになっておりますが、

交流センターでのつるし雛は、一つの団体から 150 前後のつるし雛を作っていただいて、

それを最低 20 くらいは交流センターの中で吊り下げようということで、多分、大勢の

皆さんがおいでになるのかなと。そしてさらにそのおいでになった方々を、さらに小須

戸に導くようにしていこうということで、今、対策を練っております。 

（金子会長） 

 部会長、私も一つご報告させていただいてよろしいでしょうか。同じく第１部会で、

きらめきサポートプロジェクトの一環なのですけれども、「菌ちゃん土づくり」という、

野菜くずなどから健康な土を作るという、それを一般家庭に普及させたいという目的の

ワークショップを、11 月８日に２回目のワークショップを開催いたしました。１回目と

同じく、非常に盛況で、楽しい内容で、皆さんからご満足いただけたようです。 

 一つ、もしもなのですけれども、今、土づくりの家庭用のキットを開発中でして、そ

れを作ってくれる福祉作業所を募集しています。ご存知の方がいらっしゃいましたら、

ぜひ部会の話し合いの時間にでも第１部会に一言情報提供いただければ、そちらを検討

させていただきたいと思っていますので、ぜひご紹介いただけるとありがたいです。 

 では、第２部会の佐藤部会長、お願いいたします。 

（佐藤委員） 

 では、第２部会を報告させていただきます。昨日、「笑って歌ってみんなで楽しく健

康づくり」のイベントを開催させていただきました。皆さんの手元にアンケート結果が

配られていると思います。 

当初 300 人くらいを目標にしていたのですけれども、250 人くらいいきましたので、

まあよかったかなと思っております。 

 ４番の「笑いヨガ」、それから５番の「合唱」、これはどれをとっても参加してくださ

った方々には、大変好評を得ております。そういうことで、これもよかったなと思って

おります。帰る方々は、口々にありがとうございましたと、それからとても良かったと

いうことでお話しして帰られる方が大変多かったようです。時間的には、この前に区長
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表彰の式典が 30分、それから「笑いヨガ」が30分、それから「合唱」が30分という予

定でいたのですけれども、少しずつ延びまして、けっこう終わりがきつかったです。途

中の休憩を 20 分予定していたのですけれども、それも 10 分くらいに短縮したりして、

何とかやったのですけれども、けっこう時間がかかってしまいました。 

 最後の「合唱」なのですけれども、終わろうか思って閉会のあいさつに入ろうかなと

思ったところ、アンコールも出まして、アンコールでもう１曲歌ったというようなこと

もあります。それから、特筆すべきことは、阿部副会長にどうしても引っ張り出されま

して、男性全員がステージで歌ってきたというようなところもあります。 

 ということで、やった者としても、それから参加して下さった方々も、共に楽しんで

やれたイベントだったかなと思います。 

 今後ですけれども、生活交通関係の会議、これが、来月行われます。第１回を来月の

始めに行う予定であります。それから、福祉施設と地域との防災上の連携を深める。こ

れについては、委員の中でも大変揉めておりまして、本当に自治協議会がやる仕事なの

かという意見もございますし、だけど、必要なのではないかというような意見もござい

ますし、そこで、その辺については、まずは実態をしっかり把握してから動こうという

ことで、今年は、まずその実態把握に努めようということで今動いております。 

 そういうことで、二足の草鞋を 11 人の中で分けてやっておりますので、大変苦しい

ところではありますけれども、その辺については、副部会長の湯田さんと私が連絡を取

りながら、お互いの歩調を合わせながら進めていきたいと考えております。以上でござ

います。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。続きまして、第３部会、今日は花水副部会長でよろしいで

すか。お願いします。 

（花水委員） 

 お願いします。第３部会の花水です。第３部会、３回目が行われたので報告させてい

ただきます。 

 前期の「あきは子ども大学」についてです。前期最終回、第３回目を 11 月９日土曜

日、新津健康センターで行いました。秋葉区の食材を使った親子クッキングと修了証書

授与を行いまして、当日の欠席はなく、19 人の児童と 15 人の保護者が参加してくださ

いました。回を重ねるごとに、子どもたちの笑顔や笑い声が聞こえるようになりまして、

今回、親子クッキングを行うにあたりまして少し確認させてもらったら、意外と親子ク

ッキングをやっていない方が多かったのです。ですので、この機会をとても楽しみにし
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て来ましたという意見もありまして、時間的にそれほど余裕はなかったのですが、貴重

な時間がとれて楽しかったという意見が聞こえました。 

 これから後期の３回が行われる予定なのですが、本来、来月、１月、２月の開催予定

でしたが、調整ができていなくて、１月、２月、３月の開催として、12 月中旬頃から参

加の募集を行いたいと思っています。 

 また、平成 29 年度から今年度までの３年間の「あきは子ども大学」での活動をまと

めました「あきは子ども大学マップ」を年度内に作成し、各学校や公共施設に配布する

予定となっております。以上です。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。では、最後に広報部会、田中部会長からお願いします。 

（田中委員） 

 広報部会の田中です。おかげさまで、12 月 15 日にかわら版の 23 号の全戸配布という

ことができるようになりました。かわら版の内容ですが、「新津川おかえり灯りプロジ

ェクト」の大きな写真でまず第１面を飾っております。それから、先ほど金子会長から

もありました新潟農援隊の「菌ちゃん土づくりワークショップ」ということで、８月 30

日と 11 月８日にワークショップを開催したということで、これが第１面に載っており

ます。めくりまして、「あきは子ども大学」ですね。これが鉄道資料館ですか、それか

ら古津の八幡山の、それが載っております。それから、山の手コミュニティ協議会から

住民バスのお知らせが載っておりまして、それから秋葉区の温泉ということで、新津温

泉、花水、それから花の湯館の記事が載っております。お知らせということでは、この

本会議の内容を、FM にいつで放送をしているということで、その辺のところも載ってお

ります。この後、漫画なども載っております。 

 それから、30 分番組ですけれども、「あきはくはつものがたり」ということで、先ほ

ど第２部会のアンケートの中で「あきはくはつものがたり」を聴いたことがありますか

という質問で、なかなか残念な結果でした。高齢の方が多いアンケートでしたが、これ

からの課題かなと思っておりますけれども、もっと若い人はたくさん聴いているかも分

かりませんし、今後、これらについても話をしていきたいと思っております。それから、

12 月 11 日に、第２部会で大貫委員と、広報部会では伊藤直委員によろしくお願いした

いと思っております。 

 それから、20 秒のＣＭにつきましては、これからきらめきサポートプロジェクトのイ

ベント、かわら版のＰＲの収録ということで、今後予定をしておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。以上です。 
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（金子会長） 

 ありがとうございました。では、ただいまの四つの部会、それぞれの報告につきまし

て、ご意見、ご質問等はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 12 月２日に自治協議会の会長会議というものが本庁でありまして、そこでも主に皆さ

まの、今ご報告をいただきましたようなご活躍をほかの自治協議会の会長にご報告して

きたいと思っております。今回、市長も懇親会まで一緒に出てくださるということです

ので、しっかりアピールしてきたいと思います。 

 イ 山の手住民バス社会実験について 

 それでは、次にいきたいと思います。次は、「山の手住民バス社会実験について」と

いうことで、山の手コミュニティ協議会の保科委員よりご説明をお願いいたします。 

（保科委員） 

 山の手ふれあい号、少し苦戦しているのですけれども、４月１日から今月末まで、夏

の間は１往復に絞って、収支率アップのために努力してきました。12 月から、今度は中

学校が自転車通学禁止になります。それに合わせまして、12 月２日から３月まで６便に

増やして実施いたします。そうすることによって、27 人乗りのバスを運行するのですけ

れども、もし山の手地区の生徒が全部乗るとしたら乗り切れない人数になるので、いく

らバスを運行しても、最近のお子さんは自分で歩いて行くとか、そういう努力はなくて、

みんな親が送っていくのですね。それを、前売り券を売るとか、少しでも努力しながら、

収支率のアップに努めていきたいと思います。今、お手元にお配りしましたこの用紙、

時刻表とかポイント、フリーで乗れる場所とか、いろいろ載っておりますので、もし興

味のある方は見ていただいて、何か参考になるような意見がございましたら意見を頂戴

できればと思いますので、ぜひ収支率を 14 パーセント以上までもっていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。 

（金子会長） 

 保科委員、ありがとうございました。では、ご意見、ご質問等はございませんでしょ

うか。よろしいでしょうか。私も、努めて利用するようにしたいと思いますので、よろ

しくお願いたします。 

 ウ 道路除雪体制について 

 では、次に「道路除雪体制について」ということで、建設課の落合課長よりご説明を

お願いします。 
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（建設課長） 

 建設課でございます。それでは、今年度の道路除雪体制につきまして、本日お配りし

ました資料を見ていただきながら説明いたしますけれども、その前に、一昨年、平成 29

年度からの降雪状況や、それを受けての除雪体制の見直しについて、おさらいというこ

とで説明を少しさせてください。 

 一昨年の平成29年度でございますが、秋葉区で累計降雪量473センチございました。

最大積雪深 85 センチの大雪で、計 21 回の除雪の出動がありました。気温も低く、マイ

ナス３度以下の日が 34 日間、寒い日が続きました。暴風雪の日も多い年でございまし

た。一転して昨年は、累計降雪量が 79 センチ、最大積雪量が 15 センチ、除雪の出動に

ついても部分的な除雪が３回でございました。気温もマイナス３度以下の日が１日だけ

ということで、暖冬の年でございました。 

 この平成 29 年度の大雪により、昨年は除雪体制について検討しまして、各除雪車に

ＧＰＳ機能のスマートフォンを搭載しまして、インターネット上で稼働状況などが把握

できる除雪車運行システムというものを導入しました。ですが、昨年は小雪でございま

したので、完全に検証ができませんでしたので、今年度、また引き続きこのシステムを

検証して、効率的な除雪を進めていきたいと考えております。 

 また、昨年は市民向けに、道路除雪につきまして、このような「にいがたゆきみちガ

イド」という、これは冬期保存版ということで全戸配布いたしました。各家庭に配布し

まして、道路除雪のやり方とか、家の前に残った雪の処理、道路に雪を捨てないでとい

うようなお願いなどが書かれているものですけれども、全戸配布したのですけれども、

もう見当たらないとか、内容を忘れたなどということもあろうかと思いますので、今年

度は、各自治会にコピーしたもので回覧をお願いして、それで周知したいと思っており

ます。これは、12 月の 15 日くらいを考えております。 

 それでは、お配りしました資料「令和元年度冬季道路交通確保計画書」、これにより

まして説明したいと思いますので、まず１ページをご覧ください。 

 １の目的でございます。市内の国県道及び市道につきまして、消雪パイプ、機械除雪

を併用しまして、効率的に除雪を行って冬期の道路交通の確保を図ってまいります。 

 ２の地域区分につきましては、秋葉区内丘陵部と平野部に分けております。除雪状況

に応じて全域出したり、部分的な除雪の出動を行っております。丘陵部につきましては、

県道新津・小須戸線、ＪＲ磐越西線に囲まれた地域ですが、通常は丘陵部のほうが平野

部より積雪が多く、平野部よりも先に基準の10センチに達するということが多いです。 

 次に、３の除雪区分でございます。交通量などに応じまして３種類に分けて、車線の



 - 32 -

確保などを決めております。一番上の第１種は、幹線道路やバス路線でございますが、

２車線以上の幅員確保を原則としております。第２種は、住宅地間を結ぶ道路でござい

ますが、２車線確保を原則としますが、状況によっては待避所を設けるとしております。

第３種は生活道路です。１車線確保を原則としております。 

 続きまして、２ページをご覧ください。こちらには、秋葉区に隣接しております南区

や江南区及び五泉市境の道路について、ご覧のように連携をして除雪を行っていること

が書かれております。また、ページの下段には、緊急輸送道路としまして、終日道路を

確保する路線が記載されております。 

 続きまして、３ページをご覧になってください。４の除雪出動基準でございます。車

道が 10 センチ、歩道が 20 センチを基準として判断して出動しております。５の除雪実

施体制の表には、１メートル以上積雪の場合は災害警戒本部、２メートル以上の積雪で

災害対策本部、災害ということは相当降らないとならないのですけれども、設置される

ことが記載されております。 

 ６の除雪実施計画でございます。こちら、後ろの７ページの別紙１と８ページの別紙

２がついておりますので、少しご覧になってください。７ページの別紙１は国県道、別

紙２については市道の、それぞれの車道除雪、歩道除雪、凍結防止剤散布及び消雪パイ

プなどの延長や機械の台数が記載されております。今年度の車道除雪につきましては、

国県市道合わせて 584.7 キロメートルの路線を 126 台の機械で行うこととしております。

また、歩道除雪につきましては、国県市道合わせて 70.6 キロメートルの路線を、23 台

の歩道除雪機械で行うこととしております。 

 ４ページの中段をご覧ください。７の消雪パイプですが、消雪パイプにつきましては、

秋葉区内国県市道合わせて98.2キロメートル、井戸が203か所あります。こちらについ

ては、電力設備の効率的な使用のためなどの理由により、14 時から 15 時、16 時から 17

時の２時間は稼働しないこととしております。８番の吹き溜まり防止策設置・撤去です。

地吹雪対策としまして、国道 403 号の道路に防雪ネットを３キロメートル設置しており

ます。一番最後、９番の凍結防止剤散布につきましては、橋梁や橋梁の取付部、坂道、

カーブなど、国県市道合わせて 118 か所、43.5 キロメートルを散布車４台で、凍結が予

想される場合に散布を行います。 

 ５ページをご覧ください。10 のスリップ防止用砂箱の設置につきましては、車場高架

橋、小須戸橋の取付部、この２か所にスリップ防止の目的で設置しております。11 番の

雪捨て場でございます。排雪作業による雪捨て場は、東部運動広場、能代川左岸の川口

地内、能代川右岸の大関地内、そして小須戸の雁巻緑地公園の４か所を指定しておりま
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す。12 番の冬期間の臨時交通規制ですが、こちらは豪雪時に臨時に交通規制を実施する

場合がありますということが書かれております。 

 ６ページをご覧ください。市民の皆様のご協力につきまして、自治会の助成制度、ひ

とかき運動の推進、市民への呼びかけについて記載しております。 

 本日、資料としまして、今年度の除雪計画路線図も皆様にお配りしておりますので、

こちらは後でご覧になっておいてください。また、自治会・町内会長宛に、除雪計画書

と除雪路線図を今後配布する予定としております。また、区民向けの今年度の除雪につ

きましてのお願いなど、12 月１日の区だよりに掲載を予定することとしております。 

 以上で、今年度の除雪体制についての説明を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

（金子会長） 

 ありがとうございました。では、ただいまの件につきまして、ご質問、ご意見等がご

ざいましたらお願いいたします。 

（小林委員） 

 中央コミュニティ協議会の小林でございます。除雪計画路線図なのですけれども、あ

まりにも小さくて、できれば自分たちの関係の、私も今町内会長をやっていますが、私

の町内とその回りくらいの大きさに拡大して、そういったものだと少し分かりやすいか

なと思うのですが、本当に拡大鏡がないとなかなかよく分からないものですから、そう

いったものは作れるのでしょうか。 

（建設課長） 

 今回、皆さまにお配りした除雪計画路線図には、すべて国県市道の除雪、歩道の除雪、

消雪パイプ、そして塩を撒く路線など、全部網羅して１枚の図面にしたものですから、

非常に分かりにくく見にくくなって申し訳ないのですけれども、各自治会長にお配りす

る路線図につきましては、当然、どこの業者がやるとかという情報も入って、同じ大き

さかもしれませんけれども、もう少し分かりやすいものが届くと思いますので、それで

もし分からなければ、また言っていただければと思います。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。ほかにございますか。 

（齋藤委員） 

 質問が二つ。これは一つ確認なのですが、除雪の出動基準、車道が 10 センチで歩道

が20センチということ、これは変わっていないわけですが、これは計る場所によって、

この基準地がどこにあるかということが問題なのですが、山間に入って行きますと、標
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準地点で20センチだと、その倍くらいあるということが頻度としてはかなりあります。

そういったときに、標準点が 20 センチだから出動しないのだというようなことは、ぜ

ひ便宜を図って除雪の時間を早めていただきたいというのが、一つお願いです。 

 それから、一番最後、13 番、市民の皆さまへというものがある。これは、全体的に見

て、やはり我々が努力する部分というのはあるわけですけれども、これについてとやか

く言うことはないのですが、自治会などの除雪助成というものがあります。この中で、

除雪助成要項というものがあるのですが、私はこれをよく見ていないのですが、除雪機

の貸し出しと捉えているわけですか。そうでなければ、金銭的な助成があるのかないの

か。というのは、要するに囲碁の板のように、ものすごく細かな小路がたくさんあって、

除雪車が通ると雪の捨て場所に非常に困っているというのが山沿いの地内にいろいろあ

るのです。旧道ですから。そういう関係で、除雪した雪を近くの空き地に持って行って、

再度また除雪していただくといった、その空き地を利用した状態の中で、そういうとこ

ろにも助成ができるのかどうか。その辺、お聞かせ願いたいのですが。 

（建設課長） 

 まず、山手のほうが当然早くというか、平野部よりも多く降るということは、大体そ

のとおりなのですけれども、平野部の基準になっているところが、消防署のところに積

雪を計るものがあるのですが、平野部はそこで 10 センチ前に消防から連絡をもらえる

ような形にしております。山手については、白根安田線、金津峠。金津峠は、今、新潟

県にお願いして小川組という業者がやっているのですけれども、朝日３号線も小川組で

して、その辺で山手の方が当然自主パトロール路線にもなっておりますので、業者でも

このままだと 10 センチいくよということであれば、連絡をもらって、山手の方はそち

らから連絡をもらえるような形になっておりますので、その辺で山手の方が早く出る場

合もございますし、そういう分け方で判断しております。 

 それから、自治会などへの除雪助成ですけれども、こちらについては、市道でも狭く

て除雪路線になっていない路線とか、私道とか、旧国有地とか、そういった除雪路線に

なっていない路線について、自治会で別の業者なり、自治会でお願いした除雪について

助成する制度でございます。市道であれば全額、１回目からお支払い、一旦立て替える

ことになるかもしれませんけれども、市に請求していただけばお支払いいたします。細

かいところは、建設課の管理係が担当になっておりますので、その辺をお聞きになって

いただければと思いますけれども、先ほど申しました、市の除雪が空き地に置いたもの

を、その後排雪するものに対してこの助成制度が使えるかどうかというご質問でしょう

か。最後のご質問というのは。 
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（齋藤委員） 

 要は、今説明があったように、道路の道幅が少し広いところに除雪業者が一時仮置き

して、もう一度バックしてほかの路線から除雪して、１か所に集めて、それをトラック

で公設の除雪のステーションに持ってくるわけです。そういう作業が連続して起きると、

要は、除雪の時間がものすごくかかるのですね。そういう意味で、除雪業者が無断と言

いますか、地主にも断らないで空き地とか田んぼに置いていかれるという部分があるわ

けです。それは、事前に町内会長が地主の人に対して了解をとってお願している部分も

あります。そういった地主の方々に対して非常に苦情が多いのですけれども、そういう

方々に対するお礼といいますか、そういうものも助成の対象になるかと聞いているので

す。 

（建設課長） 

 申し訳ございません。平成 29 年度の大雪のとき、特にそういった状況が多かったか

と思います。本当に地権者の方とか、自治会長には本当にご迷惑をおかけしたと思いま

すけれども、そういったところは、無断で置かないような方向でうちでは業者に指導し

ておりますので、当然、置かせていただくときには、了解を得た場所でないと置けない

と考えておりますので、その辺は勝手には置かないような考えでおります。 

（齋藤委員） 

 分かりました。 

 もう一回、先ほど朝日３号線とか、金津の白根五泉線の県道とかという大きな幹線道

路については分かっているのですけれども、そこに出るまでが容易でないということが

背景にある。そのために、介護施設の車が入れなかったり、あるいは運が悪くて救急車

が入れなかったり、あるいは消防車が入れなかったりすることがないような除雪の体制

をしていかないと、これからの社会というのはなかなか存続が難しいのではないかと。

段々そういう生活の不便なところには住まなくて、皆、生活しやすいところに行くとい

うようなことも含めた形の中で除雪計画というものを配慮していかないとだめだと考え

ているのです。従って、我々がやる責任というものも十分知っているつもりですが、行

政の支援といいますか、そういうものも、もう少しきめ細やかな支援が必要だろうと考

えておりますので、今後ともよろしくお願いします。 

（建設課長） 

 ご意見ありがとうございました。こちらこそ、よろしくお願いいたします。 

（金子会長） 

 ほかにございますか。 
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 では、ないようでしたら、以上で次第に書かれたものはすべて終了となります。 

 エ 金津里山移住モデル地区「HAPPY ターンモデル」の指定について 

今日、追加でもう１件ございます。金津里山移住モデル地区「ＨＡＰＰＹターンモデ

ル」の指定ということにつきまして、小野課長からご説明をお願いしてもよろしいでし

ょうか。 

（地域総務課長） 

 Ａ３のカラーの資料があると思います。横のものです。それをご覧ください。 

 昨日、朝日・金津・割町・塩谷の４地区からなる金津里山地区を移住モデル地区の

「ＨＡＰＰＹターンモデル」として指定しましたことをここで報告させていただきます。

これは、越前浜地区、小須戸地区に続く市内３番目の地区として、市長から指定書が手

渡されました。これまで朝日地区および金津地区が、それぞれ移住推進モデルとして移

住、定住に向けて積極的に活動していただいていたわけなのですが、これが評価され、

この度は朝日・金津地区、それぞれ少し離れていたのですけれども、その間に位置する

割町と塩谷も加えて、一体を金津里山地区としてこれまでの移住推進モデルよりもより

市、区の支援のある「ＨＡＰＰＹターンモデル」として指定したものです。 

 詳細は資料のとおりとなりますので、説明は割愛させていただきます。指定期間は、

令和４年度末まで、令和５年３月 31 日までとなります。今後、地域が主体となり、こ

の地区の移住、定住が進むよう、区としても協力していくつもりでございます。報告は、

以上でございます。 

（金子会長） 

 ありがとうございます。この件につきまして、何かご発言されたい方はいらっしゃい

ますでしょうか。 

 ないようでしたら、以上をもちまして議事をすべて終了とし、進行を事務局に返した

いと思います。皆さま、ご協力ありがとうございました。 

３ 閉会 

（阿部副会長） 

 委員の皆さまは、それぞれに多方面でご活躍されていらっしゃる方ばかりですので、

どうぞお体に気をつけて、年末に向けて頑張っていただけたらと思います。今日はお疲

れさまでした。終わります。 


